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   Nephrotomy and insertion of foreign body into the pelvis of the unilateral kidney 

were carried out on 7 matured rabbits. After 27 to 40 days,  P2 solution (20  pc per 1000 

Gms. of body weight) was injected intravenously then both kidneys were removed 12 hours 

later. A.S.P., L.P. and N.A.P. were isolated by Schneider method from the cortex and 

medulla of the kidney in order to calculate radioactivity of  P32 in each fraction using 

 Geiger-MUller counter. 

   (1) Among 6 rabbits, only one had the foreign body in its pelvis and one had the 

organized foreign body in the cortex under the capsule of the kidney coinsiding with the 

operative wound. The foreign bodies had been excreted in the rest of four. 

   (2) In the cortex of the manupulated kidney of the control rabbits which had only 
nephrotomy without insertion of any foreign body, A.S.P. was most abundant, L.P. and 

 N.A.P. decreased in this order, but in the medulla, N.A.P. was most abundant, A.S.P. and 

L.P. decreased in this order. 

   (3) Cases in which the foreign bodies were inserted into the pelvis of the kidney. 

(i) The  cortex  : 
   The distribution of  P32 in each fraction of the healthy kidneys was almost similar to 

the control, but in the affected side, it was observed that A.S.P. was slightly decreased 

and L.P. was increased. 

 (ii) The  medulla  : 

   In the healthy kidneys, distribution of  P32 in the cortex was not significantly different 

from that in the medulla, but in the affected kidneys, it was found that N.A.P. was most 

abundant and  A.S.P. and L.P. decreased in this order. It would be fit to think that these 

results, considering the increase in medullary  N.A.P., are due to the effect of  nephrotOmy 

rather than the effect of insertion of foreign body. 

(iii) There was higher  P2 distribution in the cortex than that in the medulla in every 
faction in the healthy kidneys. Though in the affected kidneys meanwhile, A.S.P. and L.P. 

were found abundantly in the cortex than that medulla, on the contrary, more N.A.P. was
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found in the medulla. 

(iv) There was no difference in  P32 distribution between A.S.P. and L.P. in comparison 

with the cortex of the healthy kidneys and that of the affected kidneys, but less quantity 

of N.A.P. was found in the affected kidney. On the other hand, more quantity of A.S.P. 

was found in the medulla of the affected kidney than that in the healthy kidney, indicating 

the increased A.S.P. metabolism in the medulla of the affected kidneys. 

   (4) The most distinct results in the above experiments are the absolute increase in 

N.A.P. in the medulla of the affected kidney and relative increase in A.S.P. in the medulla 

of the affected kidney in opposition to A.S.P. in the cortex. It is thought that the former 

is due to the effect of nephrotomy and the latter is due to the effect of the foreign body 

inserted into the pelvis.

　　　　　　　 第1章 　緒　 　　言

　 余は第1編 において上部尿石症患者 では血清

尿中燐代謝異常を呈す るものが多い 事 を 述 べ

た.尿 中燐 は血清燐 が腎糸球体 で濾過 され,細

尿管 で逆吸収 された残渣 であり腎内で結石が形

成 される以上,結 石腎では体液燐代謝異常 のみ

な らず腎実質 内においても燐代謝異常の存在が

予想 され る.余 は腎孟内に異物 または結石が存

在する時 の腎実質 内燐代謝 を知 るた めにP32に

よ るTracer実 験 を行 い,2～3の 知見を得 た

のでここに報告す る.

　　　　　　　第2章 　実験 方法

　 体重2000gr前 後の健康成熟雄性家兎13羽 について

背部切開により一側腎を露出 し,手 指を以て腎動静脈

を圧迫して腎血流を阻止 し,腎 切開により腎孟内に異

物を挿入した.次 いで腎切開創をカツトグートを以て

縫合閉鎖した.挿 入異物としては亜鉛板及び人体膀胱

結石破片(燐 酸結石)を 使用した.尚1例(No.1)は

対照として異物挿入を行わず腎切開のみに止めた.手

術施行13羽 中6羽 は術後1～2日 で死亡したので残り

の7羽 についてTracer実 験を行った.

　 術後27～40日 に体重1000gr当 り20μcのP32を 含

む溶液を静注し,12時 間後に頸動脈切開失 血 死せ し

め,頸 静脈よりリンゲル氏液を以て体内灌流後両腎を

摘出し腎内異物の有無を検した.

　 次にNo.1は 左腎のみ,　No.2,　 No.3,　 No.4は

両腎,No.5,　 No.6,　 No.7は 患側腎にっいて腎皮

質(以 下 「R」 と略す),腎 髄質(以 下 「M」 と略す)

に分離し,各 々その一部を切除 してSchneider氏 法

により酸可溶性燐(ASP),リ ポイ ド燐(LP),核 酸燐

(NAP)の 三分劃に分離 し,各 々湿式灰化後Carrier

を加え,そ の沈澱を一定の面積を有する容器に入れ,

Geiger-Milller-CounterでP32の 放射能を計測 した。

各分劃中のP32の 濃度は計測値を組織1gr当 り注射

当日の放射能に換算 し,1分 間Count数 を以て示し

た.Schneider法 及びP3zの 測定法に関してはSch-

neider,宮 崎,菊 地等の論文に譲る.

　　　　　　　第3章 　実験 成績

　　(A)腎 孟 内挿入異物の状態(第1表)

　　　　　　　　 第1表 　実験方法

籍,。 事 患 挿 入物 焚挿入物の韻

糞 麺 瞥 璽 劃 翻 状 態(島 繍

1117・18・・左 一 一・・羅 の…(左 　腎対照例)

220301820右 亜 鉛 板 　 8538異 物(一)36.4両 　 腎

3214・ ・㎜ 樋 鉛板9138霧 内に… 両 腎

416101850左 人 尿 石 　 4536異 物(一)37.0両 　 腎

::1::1:鷺欝'::ll:髭:二::1::墓
　　　　　　　　　　　　　 腎被膜直
7'4201650左 人 尿 石3527講 内133・　0左 腎

　腎孟に異物又は結石の存在するのはNo.3の みで

あ り,No.7で は手術創に一致 して腎孟 より腎被膜直

下の腎皮質まで排除され,組 織化していた.No.3,

No。7の 残存異物又は結石の重量は挿入時と同じであ

った.No,2,　 No.4,　 No.5,　 No.6で は腎孟内及び

腎実質内に異物又は結石を認めなかった.挿 入異物は

可成 り大きかつたが尿管より自然排出されたものと思

われる.

　 (B)腎 実質内P32の 分布状態

(1)対 照例(No,7)(第2表)
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第2表 対照家兎の腎実質内P32の 分布

No.1

　
対

照

例
)

各
分
劃
に於

け
る
P32
の
分布

率

皮

質

髄

質

Count数

%

Count数

%

皮質
髄質
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ASP

6880

57.3

4490

16.8

1.53

LP

3120

26.0

1982

7.4

1.57

NAP

2003

16.Z

20300

75。8

0.10

「R」 及 び 「M」 に 於け る各 分 劃 中 のP32の 分布 率

を見 ると 「R」 で は 予 想 の如 くASPが 最 も多 く57.3

%を 占め,LP,NAPの 順 に減 少 して い るが,「M」

ではNAPが 最 も多 くて75.8%を 占,ASP,LPの 順 に

減 少 してい る.各 分劃 に 於 け る 「R」 に対 す る 「M」

第3表 両腎検索家兎の腎実質内P32の 分布

の 比率 はASP1.53,LP1.57で 大 差 ない がNAPで

はO.10で 著 明に 少 い 之 は 「M」 のNAPが 著 明に 多

い為 で あ る.

(2)異 物又 は 結 石挿 入 例

(i)「R」,「M」,の 各 分 劃に っ い て見 る と第3表,第

4表 の 如 く健 側 腎,患 側 腎共 に 略 々近 い 値 を示 して い

るが,No.3患 側 腎 「M」,ASP,No.6患 側 腎「M」,

NAP,No.7患 側 腎 「M」,NAPは 例 外 的 に異 常 に

高 い値 を示 した.

(ii)健 側 腎(No.2～No.4,計3腎)及 び患 側 腎

(No.2～No.7,計6腎)別 個 に 「R」,「M」 に っ い

て 各分 劃 のCount数 の 平均 値 を求 め,次 に「R」,「M」

に於 け る各分 劃 中 のP32分 布 率 を 求め る と第5表 の如

くで あ る.

第5表 腎孟内顕物挿入家兎の腎実質内P32の 分布

平均値

N。.2i頗

i鵬

:皮質
No.31

髄 質
ト

波 質
No.41

髄 質
i

健 側 腎

・・plLplNAP

ASPlLPNAP

患 側 腎

…ILplNAP

943。1、35。11432

5578

1116048051380

16250

4045

7260

2790

15702040487412931070

697023451342046321810

14189442130023071005

27051805718020301262

9216113Q601311680

各
分
劃
に
於
け
る
P32
の

分
布
率

第4表 患側腎検索家兎の腎実質内P32の 分布

1皮 謡 雛 一
腎%66.1

(3羽)

質 慰 鴇t整1・686
腎%4L3

.玉6羽)・

髄 癬:鴇t諮413・
腎%62.3

(3羽)・

ICount数患
7545平 均 値質

側

腎%37.2

(6羽)

皮質平均値

患 側 腎

髄質平均直

健 側 腎(3羽)2.65

患 側 腎(6羽)1.42

ASP

皮 質19900
No.5

,髄 質4415

iLP NへP

2050

患側腎平均値

皮 質
No.6

髄 質

35∞

健側腎平均値(
3羽)

皮

髄

質0.96

質2.36

3748i1894

22.511.4

1132613850

43.814.9

13031198

19.618.0

182310652

9.153.2

2.881.58

5350

7075

1皮 質
Nα 引
髄 質

7110

4550

6.210.36

1.020.78

1.270.77

1668 3410

3465

2455

2200

26050

4255

1903

3460

31700

(a)「R」

健側 腎 で はASP66.1%で 大 半 を 占 め,以 下LP,

NAPの 順 に減 少 し,対 照 例 に於 け る 「R」 の 分布 率

と大 差が 無 い.併 し患 側 腎 ではNへPが14.9?・6で 健 側

腎NAP11.4%と 大 差 な い がASP,LPの 分布 率は

健 側 腎 と稽 々異 り,ASPが 低 下 して41.396LPが 上

昇 して43.8%に なつ て い る.即 ちASPとLPが 略 々
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同率になつている.

(b)「M」

健側腎ASPは62.3%,LP19.6%で あ り「R」 の

ASP,LPと 比較すると稽々低率なるもNAPは18.0

%で あ り,「R」 のNAP11.4%よ りも稻々高率で

ある.併 しその差はいずれも,比 較的僅少であり,実

験誤差を否定出来ない.

之に反 して患側腎 「M」に於ける各分劃分布率は健

側腎とは大いに異り,NAPが53.2%で 最大であ り,

次いでASP37.2%,LP9.1%の 順になっている.之

は患側腎 「M」に於ける核酸代謝が異常に充進 してい

る事を暗示するものかもしれないが,対 照例の 「M」

のNAPも 増加 している点より考えると,果 して異物

挿入腎に特有な変化な りや否やに関 しては疑問の余地

が存在する.

(iii)各 分劃に於ける 「R」 に対する 「M」 のP32の

分布比率

(a)健 側腎

ASP,LPは 各 々2.65,2.88で 略 々同率であ りNA-

Pは1.58で 稽々低い いずれにしても各分劃共に「R」

の方が 「M」 よりもP32の 分布が多い.

(b),患{則 腎

健側腎とは明らかに異 り,LPが6.21で 最 も高く逆

にNAPは0.36で 大変低いLPの 高値は 「M」 に於

けるP32の 少い為であり,NAPの 低値は 「M」に於

けるP32が 多い為である.ASPは1.42で 対照例に於

ける1.53と 略々同率である.換 言すれぽ患 側 腎で は

ASPとLPは 「R」 の方が 「M」 よりもP32の 分布

が多く,特 にこの傾向はLPに 於て最も著明である

が,NAPで は逆に 「M」 の方がP32の 分布が多い事

を示 している.NAPは 対照例に於ても0.10で低 い故

に腎孟内異物挿入に依る影響とは考え難い.併 しLP

のみは対照例と比するも明らかに高く,之 の理由は不

明である.

(iv)患 側 腎 平均 値 と健側 腎平均 値 と の比 率

両 腎 を 同 時に 測定 せ るNo.2～No.4計3腎 の 平 均

値 に っ い て検 討 した.

(a)「R」

ASPO.96,LP1.02で 共 に 略1。0に 近 く,患 側 腎 と

健 側 腎 との 間 に差 が 見 られ な いが,NAPは0.78で あ

り,健 側 腎 よ りも患 側 腎 の方 がP32の 分 布が 少 い.

(b)「M」

ASPは2.36で 明 らか に患 側 腎 の方 が 相対 的 にP32

の 分 布が 多 く,患 側 腎に 於 て燐 代 謝 の冗 進 して い る事

を 示 して い る.こ の傾 向は 特 に腎 孟 内 に異 物 の 残 存 し

て いたNo,3に 於 て最 も著 明 であ る.LPは1.27で 之

も患 側 腎 の 方 が僅 か に 多 いが,著 明な 差 が 見 ら れ な

い.NAPは0.77で 「R」 に 於 け る0.78と 全 く同率 で

あ り,患 側 腎 の方 が 少 い.

第4章 考 按

生体組織 内には各種 の型 で燐が存在 し,大 別

してASP,LP,NAPの 三 型 に分類 され,NAP

は 更 にDNA-PとRNA-Pに 分 け られる.以

上 の中で生理作 用上最 も活発な変動 を営む のは

ASPで あ り,Hevesyに よれぽ血清燐濃 に影

響 され るとしている.ま たNAPは 核 酸代謝更

には細胞 の機能 と密接 な関係 を有す る.

宮 崎等 は正常家兎にP32を 静注4時 間後,24

時間 後 の泌尿性器系組織 内のP32分 布 を測定 し

た結果,腎 に お いては 「M」 よりも 「R」 に

多 く,且 つ燐交替率 も 「R」 の方 が 高 い とな

し,し か もASP中 のP32の 濃度 は時間の経過

と共に低下 するが,LP,NAPは4時 間後 と24

時 間後の間に大 差な く交替率 が低 い事 を認 めて

いる.余 の実験では対照家兎に も腎切開を行つ

た故 に何等前処置 をしていない宮崎等 の実験結

果 と直接比較す る事 は稻 々不適 当であるが,対

照家兎 「R」 にお いて も,ま た異物挿 入家兎の

健側 腎 「R」 において もP3zの 分布 はASPが

過半数 を占め,LP,NAPの 順 に減少 している

点において宮崎等 の成績 と一致す る.併 し患側

腎 「R」 ではASPが や や減少 し,LPの 増 加

が見 られ た.LP増 加 の理 由は本実験では解明

出来なかつたが,結 石腎においてしば しば脂肪

置換 が見 られ る事 と考え合せ る と興味 が深 い.

「M」 においては対照例 においてもASPが

減 少 し,NAPの 絶 対的増加が見 られたが.こ

の点 は宮崎等 の正常家兎における成績 と一致 し

ないが.余 の対照例 では腎切開 を実施 している

点を老慮 に入れなければな らない.NAPの 増

加 は,異 物挿 入家兎の健 側腎 にお いて も軽度に

見 られ るが.患 側腎に於 て より著明であ り,対

照例 の増加 と考え合 せる と,こ れは腎孟 内異物

挿 入による影 響 という よりも,寧 ろ腎切開に依

り腎細胞の破壊 及び修復 機転が関与 し,細 胞機

能が充進 している事 を思わ しめ る.
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更に 「R」 と 「M」 におけるP32の 分布を両

者の比率を以て比較すると,健 側腎では各分劃

共に 「R」 の方が多いが,患 側腎ではASP,LP

では 「R」の方が多く,NAPで は逆に 「M」

の方が多い.こ れは前述の如 く患側腎 「M」 の

NAPに おけるP32の 分布率が大き'い事を示す

ものに他ならない.

次に患側腎平均埴と健側腎平均値との比率を

見ると 「R」では各分劃共に両者が等 しいが,

「M」ではASPに おいて患側腎平均値が著明

に高い事を示し,燐 代謝の充進を思わせる.こ

の傾向は腎孟内に異物の残存していたNo.3に

おいて特に著明であり,腎 孟内に異物が存在し

ていたことに依る現象と思われる.

以上要約するに腎切開乃至腎孟内異物挿入に

よる影響は燐代謝の立場より見る時 「R」 にお

けるよりも 「M」 における方が影響する所がよ

り大である,特 に腎切 開では患側腎 「M」 の

NAPの 絶対的増加が著明であり,核 酸代謝の

充進乃至細胞機能充進を思わせるものがあり,

この事実は腎孟切石術よりも腎切石術の方が結

石再発率が高い事 と何らかの関連性があるかも

しれない.

また患側腎の 「M」 では健側腎の 「M」 に比

して明らかにASPの 増加が見 られ,燐 代謝の

元進を思わせるが,結 石腎においてヘンレ氏係

蹄以下の細尿管にしばしば燐酸石灰の沈著が見

られる事との間に何らかの因果関係が存在する

のではなかろうか.尿 石発生の機転は極めて複

雑であり,以 上の実験成績を直ちに結石発生理

論と結びつける事が出来ないのは当然 で あ る

が,こ れが今後の尿石発生理論研究上,何 らか

の指針を与えることが出来るならば 幸 い で あ

る.

第5章 結 論

(1)7羽 の健康成熟家兎の一側腎 に腎切開

お よび腎孟内異物挿 入を行 い,27～40日 後 に体

重1000gr当 り20μcのP32溶 液 を静注 し,12

時間後 に両側 腎を摘出 し,Sch-eider法 に よ り

腎皮質お よび髄質のASP,LP,NAPを 分離 し

各分劃中のP32の 放射能 をGeiger-M丘11erCo一
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unterで 計測 した.

(2)異 物 挿 入を行 つた6羽 中,腎 孟 内に異

物 が残存 していたのは1羽 のみであ り,1羽 で

は手術創 に一致 して腎被膜直下の腎皮質内に組

織化 され て残つていた.他 の4羽 では尿管 より

異物が排 泄 されていた.

(3)異 物 挿入 を行わず腎切開 に止 めた対照

家兎 の 手術 側 腎皮質ではASPが 最 も多 く,

LP,NAPの 順 に 減少 し てい るが,髄 質 では

NAPが 最 も多 くASP,LPの 順 に減少 してい

る.

(4)腎 孟 内異物挿入例

(i)皮 質 健 側腎の各分劃におけ るP32の

分 布 は,対 照例 と略六同様な るも,患 側腎では

ASPが 稽 々減少 し,LPが 増 加 している.

(ii)髄 質 健 側腎では健側腎皮質 における

分布 と大差ないが,患 側腎ではNAPが 最 も多

くASP,LPの 順 に減少 している.こ の現象 は

対照例 の髄質NAPの 増 加 と考え合せ ると異物

挿 入に依 る影響 というよりも寧 ろ腎切開に依 る

影響 と考 える方 が適 当で ある。

(iii)健 側 腎では各分劃共 に髄質 よ りも皮質

の方がP32の 分布が多 いが,患 側腎ではASP,

LPは 皮 質の方 が多 く,NAPは 髄 質の方が多

い.

(iv)健 側 腎皮質 と患側腎皮質 を 比 較 す る

と,ASP,LPで はP32の 分 布 濃度に差が見 ら

れな いが,NAPで は患側腎 の方が少い.こ れ

に反 して髄 質では患側腎のASPの 方 が,健 則

腎 のASPよ り も遙かに相対 的に多 く,患 側 腎

髄質 のASP代 謝 の充進が見 られ た.

(5)以 上 の実験成績の中で最 も著 明 な 現 象

は,患 側腎髄質 におけ るNAPの 絶 対的増加お

よび患側腎髄質ASPの 皮 質ASPに 対 す る相

対 的増 加である.前 者 は腎切開に依 る影響であ

り後者 は腎孟内異物挿 入に依 る影響 と考 えられ

る.

稿を終るに際し恩師稲田教授の御懇篤なる御指導御

校閲に対 し深甚の感謝を捧げる.又 本研究に際 しては

宮崎博士の御協力御援助に負 う所が極めて大であ り,

記 して深甚の謝意を表 したい.

尚本研究は,文 部省科学研究費に負 う所 が大で あ
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り,感 謝 を 捧 げ る.
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